
戸
乎
﹈

☆
生
き
る
歓
び
ク
レ
ー
ジ
ュ
ノ
．

Ｆ
パ
リ
か
ら
ア
ン
ド
レ
・
ク
レ
ー
ジ
ュ

が
、
初
め
て
そ
の
マ
ヌ
カ
ン
男
女
７
人

と
共
に
日
本
へ
や
っ
て
来
た
。
而
春
。

夏
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
生
き
る
こ
と

の
歓
び
と
、
太
陽
を
表
現
す
る
と
い
う

テ
ー
マ
。
ｎ
月
加
日
は
東
京
高
輪
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
ｎ
日
は
大
阪
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

現
代
人
の
生
活
の
い
き
い
き
と
し
た

機
能
的
な
姿
を
、
下
着
か
ら
、
ア
ウ
ト

ウ
エ
ア
、
ナ
イ
ト
ウ
ェ
ア
ま
で
、
パ
リ

ジ
ャ
ン
ら
し
い
粋
な
、
コ
ミ
カ
ル
な
、

そ
し
て
健
康
的
な
エ
ロ
ス
を
発
散
さ
せ

て
、
シ
ン
プ
ル
に
、
シ
ャ
ー
プ
に
表
現

し
た
。
そ
の
単
一
カ
ラ
ー
の
透
明
な
美

し
さ
と
、
前
衛
的
手
法
、
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
の
素
晴
し
さ
は
、
神
戸
の
底
ぬ
け
に

明
る
い
空
に
マ
ッ
チ
し
そ
う
。
ト
ア
ロ

ー
ド
・
ク
レ
ー
ジ
ュ
・
サ
ノ
ヘ
の
人
気

が
わ
か
る
感
じ
だ
っ
た
。

、

齢

個性的なあなたにピッタリ

門岬モ押

謬蕊霞鐸
☆
あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し
い
ニ
ッ
ト
と

着
こ
な
し
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か

５
人
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
作
っ
て
い

る
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
〃
リ
ブ
″

が
、
十
月
二
十
九
日
（
金
）
芦
屋
川
北

１
７２
１

: 鞭韓

シルクのチュニックとストレートパンツのスーツ

アンドレ・クレージュ

篭瀧

§
鍵

、
鑑
其
詞

翫
鞘
撫
諏

☆
ネ
ッ
ト
フ
レ
ン
ジ
が
ポ
イ
ン
ト
ノ
．

恒
例
の
も
と
ま
ち
大
丸
主
催
の
汚
秋

・
冬
ジ
バ
ン
シ
ィ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

如
月
８
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
催

さ
れ
た
。
７
月
詑
日
に
パ
リ
の
ジ
バ
ン

シ
イ
・
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
か
ら
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
ま
で
記

点
が
紹
介
さ
れ
た
。
大
阪
店
の
渡
辺
さ

ん
は
「
多
彩
な
明
る
い
色
使
い
が
特
徴

で
す
ね
。
デ
ザ
イ
ン
的
に
は
膝
か
ら
下

が
ゆ
れ
る
ネ
ッ
ト
フ
レ
ン
ジ
が
ポ
イ
ン

ト
。
若
々
し
く
な
っ
た
と
の
評
判
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
大
人
の
服

で
す
ね
」
と
説
明
。
大
阪
の
シ
ョ
ウ
で

は
人
気
を
呼
び
売
り
上
げ
も
上
々
と

か
。
さ
て
神
戸
っ
子
の
反
響
は
？

側
の
ス
タ
ン
ハ
イ
ム
で
初
め
て
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
作
品
発
表
会
も
兼

ね
て
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
と
い
う
形

式
で
催
さ
れ
た
。
ロ
ン
グ
チ
ュ
ニ
ッ
ク

や
長
め
の
丈
の
ブ
ル
ゾ
ン
に
タ
イ
ト
っ

ぽ
い
ス
カ
ー
ト
か
パ
ン
ツ
と
い
っ
た
全

体
的
に
女
ら
し
い
ス
リ
ム
な
作
品
が
新

鮮
。
代
表
メ
ン
バ
ー
の
佐
野
栖
子
さ
ん

は
、
「
手
も
ち
の
も
の
に
一
点
新
し
い

も
の
を
加
え
る
だ
け
で
も
、
レ
イ
ヤ
ー

ド
の
工
夫
に
よ
っ
て
個
性
的
に
着
こ
な

せ
ま
す
。
日
本
人
に
合
っ
た
も
の
を
少

し
ず
つ
作
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

こ
の
秋
か
ら
員
巨
ぐ
画
冨
男
”
○
詞
ご
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
関
西
の
二
十
五
店

舗
で
販
売
さ
れ
る
。
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『

／３⑧｜ひる１２時→よる１時

急
か
な
い
と
パ
ー
テ
ィ
に
遅
れ
ち
ゃ
う
／
、

１２／2 9 ④この日まで平常どおり
1 2 ／3 0 ④あさ1 1 時→よる１時
１２／3 1 ③あさ1 1 時→よる1 0 時

１２／2 9 ④この日まで平常どおり
1 2 ／3 0 ④あさ1 1 時→よる１時
１２／3 1 ③あさ1 1 時→よる1 0 時
／１①体／１①体 業

／５⑳｜この日より平常どおり

Ｌ‐

／４②
／５⑳｜この日より平常どおり

ノ

フシナト／l 藤原保之モデル／イケダマサココスチューム／セキネ( 限急フアイフン

パーティに
レディスサウナから
お出かけください。
ひと夜を、この上なく
ドラマティックに過ごすために
磨きあげた女の美しさを
さりげなく………。
●サウナコース￥１．４００
●パラフィン美顔￥３，０００
②謀蕊謹美顔￥３，０００
⑨専嬢美容室( 予約制) もご利用下さしも

、

女性のためのトータルビューティサロン
神戸

レデ仮ズグクンナ
三宮・農業会館向かい
ＴＥＬ、０７８(321)４７４２
朝1 1 時～夜３時年中無休

年末年始の営業ご案内

※墨付は盤業１時間前まで
グ

１２／29④
12／30④
１２／31②

１／２⑧
１／３⑧
１／４②
1 ／５⑳

この日まで平常どおり
あさ1 1 鴎

あさ1 1 1

この日より平常どおり

→よる１時
→よる1 0 時
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たゆやかな
女の優しさを
黒髪に秘めて
今宵は聖夜
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‘窪2参Ｃｌ<irq畑彦qkirq
西野明 西野笑子

神戸市生田区北野町3 丁目6 5 ノ３神戸市生田区三宮町２丁目３５
９:O 0 a m～6 : O 0 p m壷2 2 1 - 9 0 8 0 1 0 : O 0 a m～6 :Ｏ０ｐｍ冠33 1 - 4 4 6 1

、

あさらでは、お群仰のカットの
ご州賊を‘灸けておりますお気
祥にお1 1 1 しつけください
征Ｉ: l H M ，雄二阿一火醗定休宛

ｶﾚｰあさらには駐』1【場あります?ノ
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／あなたも個性を生かして豊かなライフを 、

愛車をいい色に. ／
ここがすすんでいます

新塗装システム
①いま注目の合成樹脂エナメル塗料
ノウハウを採用

②作業時間短縮による低コスト
③耐久力は抜群
④仕上りは肉持ち感と艶のよい落ち
ついた深みのある色

⑤お好みの色を選択
⑥水洗いだけで良い光沢を保持
⑦本場アメリカで主流の新方式塗装
⑧省資源・低成長時代にぴったり

新塗料、新技術、新設備によるヤン
グ感覚にピッタリの塗装法によって
好みのカラーに塗り替えると、美し
い輝きで新車同然。

■お問い合せは

日本海K 壷株式会社
神戸市東灘区深江浜町１－１３４

宮４５３－００６１～３

、と

オリジナルなお店にどうぞ
コンテナを使ってあなただけの個性ある店づくりを。
プランB S P E C I F I C A T I O N
外部■屋根／シート防水シルバーライト吹付外壁／オ
イルペイント（セピア）建具／アルミジュラクロンサッシュ
内部■床／ゴムタイル・ハイベープ丸型（セピア）壁・天
井／ｖ・Ｐツヤ消し（ベージュ）カウンター・テーブル／デ
コラ帖（セピア）イス／クロームメッキパイプ＋ビニール

レザー（エナメルベージュ）
設備■厨房設備一式電気・ガス・給排
水衛生設備一式空調設備／ヒートポン
プ型室内ユニット天井吊型

■お問い合せは

画i i i輔議繕i灘
N I < ﾎ ｰ ﾑ 神戸市生田区栄町通２丁目４２
安田生命ビル５Ｆ公3 9 1 - 1 1 7 7 ～９
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虹の街店くおおむら〉
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鹿

､豊鰯軸‘勘‘髄
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Ｉ

ファッショナブルな装しめポイントに
時計、宝石、貴金属I砿

ｍＷＶ珊卵卵醗6 噸Z 鰯f 峨

一一塁一一 q

I堅＝jN職

高級舶来洋品と、おしゃれな
方にぴったりなファッション
が豊富に揃っている。

大阪詣詣茜当フレヲニエ
ローﾛ 加ロエＲエロ

KOBE/二宮客んブﾌザ2Ｆ金391-3 7弱

三瀞街店〈おおむら）

三番街店０６( 3 7 2 ) 0 0 6 1
虹の街店０６( 2 1 3 ) 6 0 6 1
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美しい装い。 RＱＲ

センター街店 京町店さんちか店
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三宮で生れて三宮で育って6 0年
時計／宝石／貴金属

神戸三宝時計店
センター街店t e I 3 3 1 - 3 6 9 1
さんちか店t e I 3 9 1 - 4 6 6 3
京町店ｔｅｌ３２１－１２６７
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選ぶ神戸の味
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嘉納秀樹さん〈大日本印刷勤務）
野々宮千紗子さん( 絵画彫金）
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を
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戸駅･ 新神戸駅お弁当の

曽義溌亀
〒6 5 o 神戸市生田区相生町２
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通
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町
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か
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ま
に
か
す
っ
ぽ
り
と
溶

Ｊ裁
け
》
」
ん
で
、
こ
こ
の
た
め
な
ら
何
で
も

雑
し
た
い
と
、
商
売
で
お
ざ
な
り
に
や
る

霞
<大工建設ＫＫ卑務〉

ｒ
や
一二

厚－－－１１

の
で
な
く
、
今
迄
に
な
い
も
の
を
何
か

創
造
し
よ
う
と
い
う
気
持
で
〈
燃
え
ま
）

し
て
ね
え
（
笑
）

僕
の
会
社
自
体
が
、
個
人
の
住
ま

い
に
手
づ
く
り
の
味
と
か
、
生
田
神
社

の
楼
門
な
ど
の
神
社
建
築
に
た
ず
さ
わ

っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
お
ざ
な
り
で
な

い
、
歴
史
の
長
い
時
間
に
持
ち
こ
た
え

る
も
の
を
と
考
え
て
、
こ
の
異
人
館
の

あ
る
街
の
モ
チ
ー
フ
を
も
と
に
、
銅
板

や
横
板
の
味
も
、
斜
目
の
線
も
強
調
し

た
異
人
館
の
現
代
版
を
と
…
睦

岡
添
「
ナ
ウ
異
人
館
ゃ
な
（
笑
）

ま
あ
、
企
業
で
す
か
ら
根
底
に
人
間
の

慾
望
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
界
隈
に
土

地
が
あ
り
神
戸
ら
し
い
都
市
づ
く
り
を

と
神
戸
市
も
ニ
ー
ド
と
し
て
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
く
れ
る
。
結
局
地
域
社
会
の

た
め
、
神
戸
の
た
め
に
と
い
う
気
持
が

湧
い
て
き
た
の
と
う
ま
く
ジ
ョ
イ
ン
ト

し
た
の
で
す
ね
】

西
宮
「
建
築
主
と
設
計
と
施
工
業
者
が

三
位
一
体
に
な
っ
て
創
作
す
る
の
で
す

か
ら
予
想
以
上
の
も
の
が
出
来
ま
す
よ
」

岡
添
「
〈
サ
ロ
ン
ド
パ
ー
ル
北
野
〉

の
新
し
い
商
品
椛
成
は
、
神
戸
の
色
ん

な
人
々
に
見
て
い
た
だ
い
て
そ
の
ご
意

見
を
も
と
に
ト
ー
タ
ル
に
考
え
た
い
。
一

階
は
ト
ー
タ
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
二

階
を
宝
石
類
の
一
品
的
な
も
の
を
お
見

せ
し
た
い
。
北
野
の
散
策
の
つ
い
で
に
寄

っ
て
も
ら
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
瑚
排

カ
ッ
プ
で
小
さ
い
伽
排
を
だ
し
て
も
ら
っ

て
と
て
も
印
象
的
と
い
っ
た
ゆ
と
り
の
あ

る
雰
囲
気
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
哩
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光の街ＫＯＢＥ北野町界隈は世界のパールメッカ。
ナウな異人館のイメージで

神戸っ子に、神戸を訪れる人々に、パールのすべてを。
諸翠色したくサロンドパール北野〉の屋根の下へ…。

栄光宝蛎涛亨ﾚ ﾗ ; サロンドパール北野
神戸市生田区北野町４町目4 4 - 2

PllOneO78(241)4928
心こめてこのバールブティックを創りました。

鯉大工建設株式会社
神戸市灘区大内通６丁目１ノ２
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【 叶 鈴 野 Ｙ 庁 別 計 １ Ｊ 庁 矧 、 庁 牛 逗 １

斤 恥 恥 ｗ 、 、 へ ｗ 割 叫 融 ﹇ ﹈

荷 Ｖ 野 ｌ ｕ Ｊ 龍 、 「 回 囲 い ｌ 陪 呂

憲 一 ｎ 「 測 罫 敵 散 」 代 乞 ざ 苦 汁 テ ー 野 』 戸

【 叶 鈴 野 Ｙ 庁 別 計 １ Ｊ 庁 矧 、 庁 牛 逗 １

斤 ｗ Ｖ 、 坐 Ｕ 恥
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斗 誕 Ｙ Ｘ ｑ Ｈ 引 汁 計 猷 献 寺

山 『 “ 、 侭 ｗ 『 ’ 卜 〃 （ Ｗ 函 田 難 い 諸 〕 ‐ ｖ へ ‐ 奇 、

拙 き 齢 営 踊 患 － － 台 命 ・ 川 脇 爵 圏 一 Ｉ お 沼 ・ 訓 周 囲 魁 一 ｌ ｇ ｇ蝿 叩 同 酋 拙 静 ① 琶 冊 、 」 マ ① 詞 ９ ， 国 Ｉ 呂 云 葛 Ｖ ｕ ｑ 爵 “ 望 ｌ Ｓ ｇ ・ 牛 Ｖ 佃 山 易 飼 い 臼 ｉ ｇ Ｂ

鉦鉦
庁 Ｖ 野 ｌ ｕ Ｊ 龍 、 「 回 囲 い ｌ 圏

４４

》》

灘 舗「
尻

雨雨

ｖ 山 Ｙ 離 溌 で 靭 汁 乞 計 ク

件 靭 ｓ 憲 苦

識

紹 望 ・ け Ｙ ｗ ｌ 醗 扇 出 一 ｌ ｇ ｇ

L，

野 等 ｕ 剖 電 ｖ Ⅲ Ｙ

牛 こ ’

糟

八

節

古

３
Ｎ
Ｉ
Ｊ
ｍ
Ｏ
Ｈ
ｇ
￥

霊
§
霊
§

間

鍵
雪

３

｛ 画 一 扉 ご 鹸 赤 が ｕ 、 喧 噂 山 Ｙ 離 溌 で 靭 汁 乞 郡 割 ／

斗 味 報 ｓ 憲 桂

仏 ｗ 、 、 “ ｗ 、 、 『 仙 皿 》

峡 酔 吠 営 脅 ｑ Ｖ 記 総 一 Ｉ 紹 望 ・ け Ｙ 職 ｌ 醗 扇 出 一 ｌ ｇ ｇ峡 酔 吠 営 脅 ｑ Ｖ 記 総 一 Ｉ

重

く'：
ｕ ，４

斗
喧

仏
、
陣
ｖ
‘

Ｖ

Ⅱ 皿 Ⅷ

Ｘ

□

Ｉ
田

Ⅲ
Ｎ ①
Ｎ
ＶⅢ
Ⅲ

八
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Ｖ
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士
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宮
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畠
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裸
二
一
脚
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》
一
唾

》
》
｜
》
》

十
十
壁
バ
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蛙
証
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癖

寒
月
〆
早
早
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》
．
割
ａ
と
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乱
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２
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Ｐ

ノ

画 両１

伽ｔｉｑｕｅ
ｇｅｒｉｅ弓
く4 5 > 登塞用具

ソ顕口》
一

豚

マ凌宗Ｊ
ラレニマ
シＩ 戸

ワンテン

一

≠一声、
閥

、

iii．'聴璽

松岡寛一さんく画家〉
有名なのがｒ立山スケッチ

教室｣ ｡ 今年の夏で４回目。立
山をバックに山歩きしながら
スケッチを楽しむ企画で、若
い人たちがこの教←立山
まで集ってくる。
「2 0 歳代の頃にはよく山に登
りましたけど、戦争で中断し
て再び登りだしたのが2 0 年く
らい前からです」－今でも
山に登る。－若い若い。
「山に登って二、三日経つと
一番に思うのがコーヒーが飲
みたいナーってことですよ」
センター街店にて
カメラ／米田定職

豚

☆英国風喫茶・レストラン三宮さんプラザ店
ＴＥＬ3 9 1 - 1 7 5 8 ＡＭ１１：００～ＰＭ９：００迄

★コーヒーショップトア・ロード店
ＴＥＬ３９１－１２１０ＡＭ１０：００～ＰＭ９：００迄

☆コーヒーショップセンター街店
ＴＥＬ3 9 1 - 1 3 7 5 ＡＭ１０：００～ＰＭ９意００迄

浬浬

ロ刺＝、、

蕊
－曲一

鰯 （画ン
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坂本博士

八
音
楽
Ｖ

☆
ベ
ー
ト
ｉ
ベ
ン
／
第
九

３
日
（
金
）
７
時
神
戸
国
際
会
館

民
圭
弓
／
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○

○
○
円
朝
比
奈
隆
琢
大
フ
ィ
ル

☆
レ
ッ
ッ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
ジ
ャ
ズ

３
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

★
東
風
（
こ
ち
）

５
日
（
日
）
２
時
明
石
市
民
会
館

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

出
演
／
菊
地
雅
章
・
日
野
浩
正
ほ
か

★
一
一
一
一
・
口
シ
ソ

６
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
七
○
○
円
Ｂ
・
二
四
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円

★
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
演
奏
会

９
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
二
○
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円

☆
西
城
秀
樹

ｎ
日
（
土
）
①
３
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
三
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円

☆
ブ
ー
ツ
“
ラ
ン
ド
ル
フ
楽
団

、
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
○
○
○
円

一
般
・
二
五
○
○
円

★
ヒ
ナ
マ
リ
ア
・
イ
ダ
ル
ゴ

鵡
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円

★
ワ
イ
ド
ワ
イ
ド
ジ
ャ
ズ

八
そ
の
他
Ｖ

☆
市
民
映
画
劇
場
「
や
く
ざ
絶
唱
」

８
日
（
水
）
１
ｍ
日
（
金
）
６
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
四
五
○
円

☆
爆
笑
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

皿
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
民
音
／
一
六
○
○
円

☆
愛
の
ク
リ
ス
マ
ス

妬
日
（
土
）
３
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
大
人
・
九
九
九
円
小
人
・
五
○

○
円

☆
カ
ラ
ー
記
録
映
画
「
白
鳥
の
湖
」

加
日
（
日
）
①
ｎ
時
半
②
２
時
加
分

③
５
時
（
理
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

大
人
・
一
三
○
○
円
小
人
・
一
○
○

○
円

八
神
戸
各
大
学
定
期
演
奏
会
Ｖ

☆
神
戸
商
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

２
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
円

★
神
戸
女
子
短
大
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

３
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
神
戸
大
軽
音
楽
部

５
日
（
日
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
九
○
円

★
神
戸
女
学
院
大
ア
メ
リ
カ
民
謡
ク
ラ
ブ

６
日
（
月
）
５
時
神
一
月
文
化
小
ホ
ー

ル
三
○
○
円

☆
神
戸
大
グ
リ
ー
ク
ラ
プ

、
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

四
○
○
円

★
神
戸
学
院
大
落
語
学
院

「
鳴
呼
／
花
の
引
退
寄
席
」

ｎ
日
（
土
）
３
時
鎚
分
県
民
小
劇
場

無
料

★
神
戸
大
混
声
合
唱
団
ア
ポ
ロ
ン

哩
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

三
○
○
円

☆
神
戸
大
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

妬
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

☆
神
戸
女
学
院
大
ア
メ
リ
カ
民
謡
ク
ラ
ブ

型
日
（
金
）
３
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
円

★
神
戸
大
交
響
楽
団

顕
日
（
日
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

●

灘
狙
日
（
土
）
５
時
週
日
（
日
）
２
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

出
演
／
鵡
日
・
波
辺
貞
夫
、
世
良
誠
、

後
藤
剛
ほ
か
四
日
・
渡
辺
貞
夫
、
弘

湖
三
枝
子
、
山
下
洋
輔
ほ
か ミｔｉｊＪ,

鼠‘〃
勘ｿ妙

|;i§

の
渡辺貞夫

枢
月

★
津
軽
幻
想
「
日
本
の
四
季
」

吉
野
佳
子
清
水
幹
生

☆
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

即
日
（
月
）
皿
日
（
火
）
①
ｎ
時
半

②
３
時
Ｓ
・
一
八
○
○
円
Ａ
・
一

五
○
○
円

”
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
一
七
○
○
円

☆
大
阪
ヴ
ィ
エ
ー
ル
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
第
九
演
奏
云

翠
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

一
五
○
○
円

☆
メ
サ
イ
ア

配
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
五
○
○
円

☆
あ
お
い
輝
彦

型
日
（
金
）
①
２
時
半
②
６
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・
二
三
○
○

円
Ｂ
・
一
八
○
○
円

☆
南
沙
織

醒
日
（
土
）
①
２
時
半
②
６
時
神

戸
国
際
会
館
Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ

・
一
五
○
○
円

☆
菅
原
文
太

詑
日
（
日
）
①
１
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・

二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
文
学
座
「
ガ
ラ
ス
の
動
物
園
』

過
日
（
月
）
晦
日
（
水
）
ｌ
肥
日
（
土
）

６
時
遁
分
哩
日
（
日
）
１
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
労
演
／
一
七
○

○
円

出
演
／
矢
吹
寿
子
、
吉
野
佳
子
、
清
水

幹
生
、
林
秀
樹

Ｆ
Ｌ
坤
図
ｕ
Ⅷ
陣
包
初

巳曲

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
】

卦
群
蹄
阻
学

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す
。

☆
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
演
奏
会

１
１０９
１

●
愛
読
者
優
待
席

哩
月
妬
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
二
○
○

円
引
。

愛
す
る
よ
ろ
こ
び
と
苦
し
み
を
絶
唱
す

る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
最
高
の
歌
姫
ヒ
ナ
マ

リ
ア
が
リ
カ
ル
ド
・
ド
ミ
ン
ゲ
ス
の
ギ

タ
ー
に
の
せ
て
唄
う
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

数
々
。

☆
新
春
お
笑
い
寄
席

１
月
２
日
（
日
）
１
，
日
（
月
）

昼
の
部
皿
時
半
夜
の
部
４
時

出
演
／
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
三
匹
柱
春
団
治

上
方
柳
次
・
柳
太
ほ
か

Ｓ
・
一
五
○
○
円
Ａ
・
一
○
○
○
円

を
一
割
引
。

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
神
戸

子
っ
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

狸
月
９
頁
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

Ｓ
・
二
二
○
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
二
○
○
円
引
。

☆
ヒ
ナ
マ
リ
ア
・
イ
ダ
ル
ゴ
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重
森

森
敦
さ
ん
の
芥
川
賞
受
賞
作
「
膿
」
１
．
伝
読
の
”
死
の

山
″
を
舞
台
に
し
た
、
と
て
も
幻
想
的
な
こ
の
小
説
か
ら
十
ヵ

所
、
文
章
を
抜
き
出
し
て
曲
を
つ
け
、
歌
っ
た
。

人
呼
ん
で
「
文
学
組
曲
」
、
そ
の
Ｌ
Ｐ
が
す
で
に
一
一
万
枚
も
売

れ
、
ご
当
人
は
テ
レ
ビ
に
出
た
り
、
原
稿
書
い
た
り
、
ま
ァ
、
そ

こ
そ
こ
〃
時
の
人
″
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

ｌ
こ
う
書
く
と
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
か
ぶ
れ
の
長
髪
族
ぷ
ぅ

か
、
気
む
ず
か
し
い
文
学
青
年
め
い
た
男
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、

ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
や
っ
て
き
た
の
は
背
広
を
キ
チ
ン
と
着
た
典
型
的

な
ヤ
ン
グ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

三
十
歳
。
西
神
戸
・
ひ
よ
ど
り
台
で
妻
、
三
歳
の
子
ど
も
の
三

人
暮
ら
し
。
本
職
は
広
告
代
理
店
恥
１
電
通
の
社
員
。
二
年
前
か

ら
神
戸
支
局
に
勤
め
、
Ｃ
Ｍ
フ
ィ
ル
ム
づ
く
り
な
ど
を
担
当
し
て

お
ら
れ
る
。

「
え
－
、
き
ょ
う
は
で
す
ね
え
、
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
）
ワ

ー
ル
ド
っ
て
会
社
で
、
次
期
商
品
の
Ｃ
Ｍ
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
、

社
へ
帰
っ
て
そ
の
た
め
の
資
料
の
点
検
や
ら
タ
レ
ン
ト
と
ギ
ャ
ラ

（
報
酬
）
の
交
渉
を
し
て
で
す
ね
、
午
後
か
ら
は
、
か
ま
ぼ
こ
の

カ
ネ
テ
ッ
、
鉄
の
カ
ワ
テ
ッ
の
順
に
、
や
は
り
Ｃ
Ｍ
の
こ
と
で
連

絡
を
と
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
で
仕
事
が
終
わ
っ
て
神
戸
っ
子
へ
．
：

と
い
う
コ
ー
ス
で
す
」

ま
了
、
平
均
的
な
ア
ド
・
マ
ン
の
一
日
。
で
も
、
売
り
込
み
激

し
い
こ
の
業
界
、
こ
ん
ど
の
Ｌ
Ｐ
出
し
た
こ
と
に
よ
る
〃
知
名

口
人
間
模
様
〈
第
Ⅱ
回
〉

才
気
あ
ふ
れ
る
電
通
マ
ン
ノ
組
曲
「
月
山
」
を
産
ん
だ
男

新
井
満

１
１１０
１

守
〈
元
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
長
〉
題
字
／
望
月
美
佐
カ
メ
ラ
ノ
米
田
定
蔵

度
″
が
仕
事
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

「
そ
り
ゃ
、
あ
り
ま
す
。
僕
ら
の
仕
事
、
な
ん
と
い
っ
た
っ
て
人

間
関
係
で
す
か
ら
ね
。
い
か
に
相
手
に
信
用
さ
れ
る
か
で
、
す
べ

て
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。
は
じ
め
の
こ
ろ
〃
こ
ん
な
若
僧
が
…
″

と
思
っ
て
い
た
ス
ポ
ン
サ
ー
も
、
あ
れ
以
来
、
信
用
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
」

よ
ど
み
な
く
、
理
路
整
然
と
、
知
性
、
教
養
、
現
代
感
覚
。
：
す

べ
て
ソ
シ
な
く
兼
ね
備
え
た
答
が
サ
ラ
サ
ラ
ッ
と
流
れ
る
。

ま
ゆ

だ
け
ど
、
こ
の
顔
。
眉
は
濃
く
、
エ
ラ
が
張
っ
て
、
骨
相
学
的

に
い
う
と
意
志
強
固
な
人
間
の
典
型
１
．

「
う
１
ん
。
京
都
で
手
相
見
の
易
者
に
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
な

あ
。
頑
固
だ
か
ら
、
す
ご
く
偉
く
な
る
か
、
す
ご
く
偉
く
な
ら
な

い
か
、
ど
っ
ち
か
だ
っ
て
。
そ
う
い
わ
れ
る
と
、
偉
く
な
る
方
だ

け
が
記
憶
に
残
る
も
ん
で
す
ね
丘

さ
て
、
本
題
に
入
る
と
し
て
：
．
未
知
の
作
家
・
森
敦
さ
ん
の
受

賞
作
「
月
山
」
を
読
ん
で
〃
頭
が
ガ
ン
ガ
ン
鳴
り
出
す
ほ
ど
の
シ

ョ
ッ
ク
″
を
受
け
、
あ
く
る
日
に
は
森
さ
ん
の
部
屋
へ
押
し
か
け

て
「
こ
れ
が
読
後
感
で
す
」
と
シ
ン
グ
ル
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
の
レ
コ

ー
ド
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
を
か
け
た
。
そ
れ
で
、
た
ち
ま
ち
意

気
投
合
、
折
り
に
ふ
れ
て
酒
を
汲
み
か
わ
す
仲
に
な
っ
た
。

ま
さ
に
運
命
的
旗
出
会
い
Ｉ
。

そ
し
て
半
年
後
、
森
家
で
酔
い
に
ま
か
せ
「
月
山
」
の
冒
頭
の

部
分
に
即
興
の
曲
を
つ
け
て
、
歌
っ
て
み
せ
た
。
森
さ
ん
が
こ
れ
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’
1１１
１

鱗

に
小
説
「
月
山
」
か
ら
抜
粋
し
た
十
章
の
詞
が
す
ば
ら
し
い
。
曲

の
つ
け
方
を
み
て
も
、
と
て
も
言
葉
や
文
章
を
よ
く
知
っ
て
い

て
、
大
切
に
し
て
る
っ
て
感
じ
。

「
そ
れ
は
う
れ
し
い
。
す
っ
ご
く
う
れ
し
い
で
す
ね
・
曲
が
い
い
、

声
が
い
い
な
ん
て
い
わ
れ
る
よ
り
、
言
葉
の
こ
と
い
わ
れ
る
の
、

あ
り
が
た
い
な
ぁ
」

声
の
よ
さ
は
、
森
さ
ん
や
音
楽
の
専
門
家
も
認
め
て
い
る
。
だ

け
ど
、
こ
っ
ち
も
物
書
き
の
ハ
シ
ク
レ
、
つ
い
つ
い
関
心
は
そ
こ

へ
向
い
ち
ゃ
う
の
ダ
。

「
抜
粋
の
仕
方
だ
け
で
、
一
つ
の
立
派
な
文
芸
批
評
に
な
っ
て

る
、
と
森
さ
ん
に
い
わ
れ
た
の
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
え

〃
月
山
″
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ど
ん
な
批
評
家
に
も
負
け
な
い
で

す
よ
」キ

ラ
リ
、
自
信
が
光
っ
た
。

レ
コ
ー
ド
化
の
段
階
で
、
か
な
り
の
〃
わ
が
ま
ま
″
も
通
し
た

を
テ
ー
プ
に
お
さ
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
話
は
や
が
て
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
に
．
：
相
手
は
六
十
四
歳
の
芥
川
賞
作
家
。
な
れ
な
れ

し
く
も
次
々
と
思
い
き
っ
た
こ
と
を
や
っ
た
も
ん
で
す
ね
え
。

「
（
か
す
か
に
苦
笑
し
て
）
い
ま
思
う
と
、
よ
う
も
あ
ん
な
ァ
ホ
な

こ
と
、
や
つ
た
な
ぁ
思
い
ま
す
よ
。
ま
ァ
、
厚
か
ま
し
か
っ
た
、

い
う
こ
と
で
す
ね
」

話
は
日
を
追
っ
て
大
き
く
な
り
四
曲
の
ド
ー
ナ
ツ
盤
が
十
曲
入

り
の
Ｌ
Ｐ
へ
と
ふ
く
ら
ん
だ
。

「
な
に
し
ろ
、
僕
が
知
っ
て
る
の
は
、
ギ
タ
ー
の
コ
ー
ド
四
つ
だ

け
。
そ
れ
が
組
曲
の
作
曲
す
る
な
ん
て
無
謀
も
い
い
と
こ
で
す

よ
。
ホ
ン
ト
、
地
獄
の
一
黒
百
死
ぬ
思
い
し
ま
し
た
ね
え
」

バ
ッ
ハ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
聖
歌
、
ア
フ
リ
カ
の
民
族
音
楽
、
日

本
の
お
経
に
至
る
ま
で
、
聴
い
た
レ
コ
ー
ド
百
枚
以
上
。
そ
れ
に

作
曲
法
の
本
を
ひ
も
と
き
、
イ
ロ
ハ
か
ら
勉
強
し
た
そ
う
な
。

が
、
で
き
上
が
っ
た
Ｌ
Ｐ
は
、
な
か
な
か
の
出
来
ば
え
。
と
く
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椋
佳
“
旗
ん
て
い
わ
れ
て
、
人
気
者
に
な
っ
た
心
境
は
１

１
と
た
ん
に
口
が
重
く
な
っ
た
。

「
別
に
…
何
と
い
う
か
…
ま
ァ
、
ヒ
デ
キ
、
ゴ
ロ
ー
み
た
い
に
キ

ャ
ー
キ
ャ
ー
い
っ
て
く
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
…
、
ホ
ン
ト
に
知

っ
て
ほ
し
い
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
、
そ
の
程
度
の
人
気
だ
か

ら
、
僕
は
、
す
ご
く
あ
り
が
た
い
、
い
う
の
が
実
感
で
す
ね
え
」

シ
ァ
ワ
セ
だ
な
ァ
と
、
鼻
の
頭
で
も
こ
す
り
た
い
と
こ
ろ
か

な
。
そ
う
い
え
ば
、
一
一
枚
目
の
Ｌ
Ｐ
企
画
が
進
ん
で
い
て
、
フ
ォ

ー
ク
系
の
作
曲
家
た
ち
に
よ
る
曲
が
で
き
つ
つ
あ
る
そ
う
な
。

「
僕
、
そ
の
筋
に
い
わ
せ
る
と
、
女
性
の
喜
び
そ
う
な
、
珍
し
く

い
い
声
な
ん
だ
そ
う
で
す
」

ひ
か
え
目
に
、
さ
り
げ
な
い
自
負
。

そ
の
う
え
、
ア
ノ
山
口
洋
子
女
史
か
ら
「
五
木
ひ
ろ
し
・
近
代

詩
の
名
作
を
う
た
う
」
と
い
っ
た
Ｌ
Ｐ
企
画
の
詩
の
選
定
と
、
作

曲
ま
で
依
頼
を
う
け
て
い
る
。
い
や
、
も
う
詩
の
方
は
白
秋
や
中

原
中
也
の
も
の
を
選
び
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。

「
文
学
的
セ
ン
ス
が
あ
っ
て
作
詞
や
作
曲
す
る
人
間
が
、
あ
の
世

界
に
は
い
な
い
っ
て
い
う
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
思

う
ん
だ
け
ど
、
ま
ァ
、
み
ん
な
忙
し
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
、
ヒ
マ
の

あ
る
僕
に
持
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
正
解
だ
な
ァ
」

ま
た
も
、
さ
り
げ
な
い
自
己
顕
示
と
自
信
が
キ
ラ
、
キ
ラ
、
キ

ラ
。
し
か
し
、
こ
の
作
曲
、
大
変
だ
ゾ
。

「
ほ
ん
と
ね
え
。
え
ら
い
こ
と
や
な
ぁ
」

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
た
ら
、
そ
の
う
ち
、
会
社
、
や
め
な
け
れ

な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

「
い
や
、
定
年
ま
で
い
る
で
し
ょ
う
な
。
い
ろ
ん
な
人
に
会
え
る

仕
事
だ
し
、
幹
部
は
余
裕
の
あ
る
態
度
で
み
て
い
て
く
れ
る
し
あ

り
が
た
い
会
社
で
す
。
第
一
勧
銀
よ
り
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す

よ
」オ

ヤ
、
オ
ヤ
。
小
椋
佳
へ
の
対
抗
意
識
も
チ
ラ
リ
。

「
自
分
の
感
情
に
従
っ
て
自
然
に
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
、
仕
事
も

す
る
、
小
説
も
書
く
…
っ
て
の
が
当
た
り
前
。
一
生
、
会
社
の
仕

事
し
か
し
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ん
て
、
す
ご
く
不
自
然
な
気
が

す
る
な
Ｚ
（
同
感
／
・
）

１
１１２
１

ら
し
い
。

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
側
の
計
画
を
押
し
の
け
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
同
時
録
音
を
条
件
に
し
た
。

ヨ
タ
イ
の
知
れ
な
い
僕
の
顔
を
か
か
れ
た
り
し
て
は
困
る
の

で
」
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
友
人
の
パ
ス
テ
ル
画
家
を
推
薦
し
た
。

編
曲
も
「
月
山
」
フ
ァ
ン
の
知
人
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。
「
だ
っ
て
、
エ
イ
ト
ビ
ー
ト
み
た
い
な
ナ
ウ
な
サ
ウ
ン
ド
に

な
っ
た
ら
、
僕
、
全
国
の
森
敦
フ
ァ
ン
に
殺
さ
れ
ち
ゃ
う
よ
」

や
っ
ぱ
り
、
骨
相
学
ど
う
り
の
頑
固
者
で
す
な
。

「
だ
っ
て
、
個
人
的
感
動
を
も
と
に
抜
粋
し
た
の
が
始
ま
り
で
し

よ
。
最
後
ま
で
わ
が
ま
ま
通
さ
な
い
と
、
え
ら
い
こ
と
に
な
る
も

の
」ム

ッ
ノ
．
つ
ま
り
は
森
敦
に
対
す
る
忠
節
、
い
や
、
愛
情
だ

な
、
キ
ザ
に
い
え
ば
ｌ
・

森
さ
ん
も
、
そ
れ
に
こ
た
え
て
く
れ
た
。

幼
く
し
て
死
ん
だ
父
の
代
り
に
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
ズ
バ
ッ
と

い
っ
て
く
れ
る
」
し
、
詩
か
小
説
の
本
を
一
度
は
出
し
て
み
た
い

と
い
え
ば
「
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ざ
せ
」
と
一
冊
の
森
語
録
が

で
き
る
ほ
ど
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
た
。

担
当
し
て
い
る
ス
ポ
ン
サ
ー
の
Ｃ
Ｍ
フ
ィ
ル
ム
に
も
出
演
す
る

こ
と
を
快
諾
し
、
そ
れ
が
と
て
も
好
評
を
生
ん
だ
…
。

「
自
画
自
賛
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
走
ら
な

い
、
品
の
い
い
作
品
な
ん
で
す
よ
」

サ
ス
ガ
、
現
代
青
年
／
親
し
く
な
っ
た
大
作
家
を
、
さ
っ
そ

く
商
売
に
も
〃
利
用
し
た
″
と
い
う
わ
け
だ
。

「
ボ
ク
ら
の
商
売
、
人
間
関
係
し
か
な
い
で
す
か
ら
ね
え
」

商
売
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
と
に
か
く
「
一
人
の
森
さ
ん
が
千
人
の

森
さ
ん
に
な
っ
て
か
え
っ
て
き
た
」
と
い
う
通
り
、
Ｌ
Ｐ
を
出
し

た
こ
と
で
、
新
し
い
知
人
、
友
人
が
ゴ
マ
ン
と
で
き
た
の
だ
。

朝
日
新
聞
の
「
ひ
と
」
欄
に
も
登
場
し
た
お
か
げ
で
、
上
智
大

学
時
代
の
ア
コ
ガ
レ
の
君
だ
っ
た
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
先
輩
や
、
高

校
時
代
の
．
ヘ
ン
フ
レ
ン
ド
（
神
戸
に
住
ん
で
る
ノ
．
も
ち
ろ
ん
女

性
）
と
も
連
絡
が
つ
い
た
。

ど
う
で
す
。
一
介
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
い
ま
や
〃
関
西
の
小
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「
あ
れ
以
来
、
い
つ
も
、
ウ
カ
ウ
カ
し
て
る
と
簡
単
に
死
ん
じ
ゃ

こ
の
電
通
マ
ン
、
上
智
大
学
時
代
、
詩
を
か
き
は
じ
め
「
文
芸

首
都
」
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
い
や
、
す
で
に
中
学
生
の
こ

ろ
に
「
オ
レ
は
将
来
、
児
童
文
学
を
書
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と

決
心
し
、
そ
の
目
的
を
つ
ら
ぬ
く
た
め
大
学
を
出
る
と
き
に
は
岩

波
書
店
へ
就
職
の
運
動
を
し
た
そ
う
だ
。

「
僕
を
採
用
し
た
ら
、
お
た
く
は
ト
ク
し
ま
す
よ
、
な
ん
て
岩
波

新
書
の
編
集
長
に
申
し
入
れ
た
り
し
た
ん
で
す
よ
」

（
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
っ
て
）

「
だ
か
ら
、
僕
、
ホ
ン
ト
に
音
楽
に
は
全
然
カ
ン
ケ
イ
な
い
わ
け
、

ね
っ
」む

し
ろ
文
学
青
年
く
ず
れ
。
作
曲
な
ん
て
誰
だ
っ
て
で
き
る
、

と
い
い
た
い
わ
け
か
。
た
し
か
に
、
レ
コ
ー
ド
の
解
説
文
は
な
か

な
か
才
気
あ
ふ
れ
、
神
経
の
行
き
届
い
た
読
み
も
の
に
な
っ
て
い

る
・
・
・
。

「
こ
と
ば
っ
て
文
字
ヅ
ラ
じ
ゃ
な
い
・
幸
同
感
。
文
章
に
は
リ
ズ
ム
、

メ
ロ
デ
ィ
、
ハ
ー
モ
ー
ー
イ
が
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
、
ね
こ

う
－
む
。
こ
う
い
う
人
物
の
人
間
模
様
を
書
く
の
っ
て
緊
張
す

大
学
一
年
の
と
き
、
十
二
指
腸
か
い
よ
う
で
死
に
か
け
た
体
験

ヒ
マ
は
な
い
。
お
だ
て
て
お
い
て
、
オ
モ
シ
ロ
オ
カ
シ
イ
こ
と
一

緒
に
や
ろ
う
や
、
い
う
気
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
、
ず
－
つ
と
」

軽
く
て
重
い
。
謙
虚
で
嬬
慢
。
厚
顔
と
才
智
。
な
に
よ
り
も
シ

ラ
ヶ
を
知
ら
ぬ
、
ど
ん
欲
な
伸
び
や
か
さ
。

こ
れ
ぞ
現
代
の
若
さ
の
典
型
／
，

う
ナ
と
思
う
わ
け
。
こ
う

を
持
つ
。
そ
れ
が
人
生
観
を
変
え
た
。

う
な
小
説
な
ん
だ
も
の
」

文
壇
の
名
匠
と
〃
お
と
も
だ
ち
″
に
な
り
、
Ｌ
Ｐ
も
売
れ
、

識
か
ら
は
何
で
も
好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
え
そ
う
で
、
最

に
シ
ア
ワ
セ
な
男
Ｉ
。

「
僕
ね
え
、
現
実
肯
定
論
者
な
ん
で
す
よ
」

で
も
何
で
も
な
く
、
ホ
ン
ト
に
静
か
な
旋
律
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

る
な
ァ
。

「
そ
こ
へ
い
く
と
〃
月
山
〃
な
ん
て
大
変
音
楽
的
で
す
よ
。
キ

高組

な
っ
た
ら
人
の
悪
口
な
ん
か
い
っ
て
る

1１３

電通マンが自分につけたキャッチフレーズは
サ｢ スーパーマン・ウルトラマン・アライマンー１
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加藤、須田、赤尾さんく右よ

③
出
版
記
念
を
兼
ね

津
高
和
一
自
庭
展
開
か
る

例
年
「
対
話
の
た
め
の
自
庭

展
」
を
催
し
、
関
西
の
文
化
人

の
良
き
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

る
津
高
和
一
氏
の
自
庭
展
が
今

年
も
如
月
配
日
か
ら
開
か
れ

た
。
今
回
は
氏
の
「
対
位
す
る

空
間
」
「
架
空
通
信
」
「
Ａ
Ｎ
Ｙ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
の
リ
ト
グ
ラ
フ
集
や

詩
画
集
の
出
版
記
念
会
を
兼
ね

た
も
の
で
氏
の
幅
広
い
交
友
を

物
語
る
多
勢
の
顔
が
見
え
た
。

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

ホ
ー
ム
に
張
り
切
る
神
戸
二
紀

会
対
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
も
様
に

な
っ
て
る
関
西
行
動
美
術
の
秋

季
リ
ー
グ
戦
の
火
ぶ
た
は
切
ら

★
加
藤
隆
久
著
「
神
社
の
史
的

研
究
」
出
版
記
念
会

生
田
神
社
加
藤
椛
宮
司
（
蛾
） 芝生の津高邸で集うアーチストスト7 こち

４
１
１
１
１

☆
〃
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
夕
べ
開
く
″

去
る
十
一
月
十
日
、
神
戸
日

独
協
会
（
神
戸
国
際
会
館
５
Ｆ
）

で
、
ド
イ
ツ
の
港
町
、
ハ
ン
ザ

都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
合
言
葉
に

日
独
親
善
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
総
領

事
館
が
、
か
っ
て
の
日
本
人
奨

学
生
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
で
前

回
の
〃
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
他
三

ユニホームも新しく・神戸二紀会。優勝してニコニコ関西行動美術

が
「
神
社
の
史
的
研
究
」
（
桜
楓

社
８
０
０
０
円
）
を
刊
行
さ
れ
、

そ
の
出
版
記
念
会
が
、
生
田
神

社
会
館
で
十
月
二
十
四
日
午
後

五
時
よ
り
足
立
巻
一
、
西
沢
障

さ
ん
の
司
会
で
開
か
れ
た
。
甲

南
大
の
伊
藤
正
雄
氏
、
国
学
院

大
の
安
津
素
彦
氏
、
京
大
名
誉

教
授
の
柴
田
実
氏
の
発
起
人
あ

い
さ
つ
、
吉
田
智
朗
、
楢
崎
四
郎

小
倉
敬
二
さ
ん
ら
の
祝
辞
と
祝

典
は
内
容
充
実
。
ま
た
神
戸
太

鼓
や
、
浜
坂
の
鯉
麟
獅
子
舞
、

神
戸
中
央
合
唱
団
の
ま
つ
り
う

た
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

何
よ
り
も
〃
へ
そ
だ
ん
ご
″
の

趣
好
面
白
く
、
一
番
の
ヒ
ッ
ト
。

☆
ユ
ニ
ホ
ー
ム
新
調
神
戸
二
紀

関
西
行
動
美
術
に
ま
た
も
惜
敗

ｎ
月
型
日
。
住
吉
中
学
の
グ

ラ
ン
ド
。
秋
空
は
高
く
、
や
や

風
強
し
。
サ
ラ
ッ
ピ
ン
の
ユ
ニ Ｚ

一
一

都
市
の
夕
べ
〃
に
つ
い
で
二
度

目
の
も
の
。
ド
ク
ト
ル
・
ウ
イ

ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
エ
ル
総
領
事
や

神
戸
日
独
協
会
会
長
・
加
藤
一

郎
神
大
名
誉
教
授
を
は
じ
め
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
出
身
、
も
し
く
は

暫
く
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
日
本

人
商
社
員
な
ど
、
両
国
関
係
者

約
六
○
妬
が
参
加
、
ハ
ン
ブ
ル

グ
の
最
も
新
し
い
ス
ラ
イ
ド
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
、

ジ
ョ
ッ
キ
を
汲
み
交
わ
し
、
な

つ
か
し
い
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
想
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

日独の親善を深めて

れ
た
。
応
援
席
は
、
河
内
弁
、
神

戸
弁
の
応
対
い
り
み
だ
れ
「
あ

ん
な
三
一
ホ
ー
ム
上
手
に
着
て

絵
描
い
て
な
い
の
と
チ
ャ
ウ
カ

ノ
．
」
「
大
根
バ
ッ
タ
ー
ノ
．
」
。
な

ん
ぞ
の
声
援
も
空
し
く
、
お
対

４
で
関
西
行
動
美
術
の
優
勝
。

一
一
次
会
で
飲
む
方
は
神
戸
二
紀

会
が
勝
つ
ん
や
そ
う
デ
ス
。
初

め
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
一
回
打
っ
た

の
に
ネ
ェ
ア
神
戸
一
一
紀
会
さ
ん
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, 網理鞘淵

｡／$'

ＩＮＩＮ

震ｙ

書：

ｒ，
日本米斗ﾖ 堅の店

電話( U 理）
神戸･ 三宮阪急西口北側レインボーブ‘ラザ１．２Ｆ

世界最高の品質を
誇るアラガワの支店

いろいろなパーティーを
ご予算に応じてどうぞ

０

レストラン

砂 崎討
１２：０ＯＰＭ～９：Ｏ０ＰＭ

ランチタイム
１２：００ＡＭ～２：０ＯＰＭ

（年中無休）

生田区山本通１丁目３５
東洋ハイツＩ階

ＴＥＬ２４１－ｌ８５７
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の
場
合
複
数
の
メ
ス
で
挟
み
う
ち
、
共
同
で
攻
撃
す
る
。
こ
の
場

合
片
方
は
待
ち
伏
せ
る
も
、
主
な
攻
撃
は
に
じ
み
寄
り
真
正
面
か

ら
突
然
攻
撃
を
か
け
る
。
つ
ま
り
中
央
突
破
型
。
ラ
イ
オ
ン
は
共

同
攻
撃
し
か
も
真
正
面
か
ら
闘
い
に
い
ど
む
／
、
そ
れ
に
オ
ス
に

は
あ
の
タ
テ
ガ
ミ
が
、
堂
々
た
る
獣
王
の
風
ぼ
う
を
演
出
さ
せ
て

い
る
。
ま
あ
、
素
人
め
に
み
て
も
ラ
イ
オ
ン
が
一
見
強
そ
う
で
、

や
っ
ぱ
り
〃
ラ
イ
オ
ン
派
″
が
圧
倒
的
に
多
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

か
く
い
う
私
も
実
の
処
、
鉄
格
子
を
挟
み
ト
ラ
と
ラ
イ
オ
ン
の

闘
い
ぶ
り
を
妬
年
こ
の
方
見
て
き
て
や
は
り
、
僅
か
に
ラ
イ
オ
ン

に
利
あ
り
か
／
と
、
ラ
イ
オ
ン
派
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
い
ま
の
私
の
見
識
は
少
々
違
っ
て
き
た
。
神
戸
市
の
姉

妹
都
市
中
国
、
天
津
市
へ
キ
リ
ン
を
贈
る
た
め
中
国
へ
訪
問
、
約

一
カ
月
の
日
程
で
天
津
、
北
京
、
西
安
、
広
洲
、
上
海
の
各
動
物

園
を
見
聞
し
て
き
た
私
。
旭
頭
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
を
見
、

鳴
き
声
を
録
音
し
た
こ
と
も
得
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
、
見
識
を
新
た
に
し
た
の
は
、
ト
ラ
の
巨
大
さ
で
あ

っ
た
。と

に
か
く
我
が
国
で
ふ
つ
う
に
見
る
ト
ラ
は
、
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ

が
そ
の
ほ
と
ん
ど
。
中
国
各
地
動
物
園
で
は
、
こ
の
稿
の
問
い
か

け
に
〃
獣
王
は
何
ん
と
い
お
う
が
、
東
北
ト
ラ
で
す
／
″
と
明
解

に
答
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

何
処
の
国
も
同
じ
と
あ
っ
て
、
空
想
の
世
界
で
ト
ラ
と
ラ
イ
オ

ン
を
闘
わ
せ
て
見
た
い
。
そ
う
し
た
夢
を
か
な
え
よ
う
と
、
対
照

的
な
展
示
に
も
色
々
と
工
夫
が
う
か
が
え
た
。

そ
れ
は
獅
虎
山
″
と
い
う
猛
獣
舎
だ
。

室
内
の
通
路
は
小
型
機
な
ら
入
る
く
ら
い
大
き
く
左
右
両
側
に

は
ず
ら
り
と
猛
獣
類
（
ト
ラ
の
亜
種
。
ラ
イ
オ
ン
、
ヒ
ョ
ウ
、
ク

ロ
ヒ
ョ
ウ
な
ど
）
を
並
べ
運
動
場
側
は
巨
大
な
岩
場
を
作
り
空
堀

り
式
の
放
養
場
、
閉
園
時
、
室
内
に
呼
び
入
れ
エ
サ
を
与
え
る
と

い
う
方
式
を
も
っ
て
い
た
。

冬
期
マ
イ
ナ
ス
別
ｌ
釦
度
を
示
す
、
北
京
や
天
津
で
は
室
内
通

路
は
入
園
客
が
入
っ
て
見
学
で
き
る
方
式
の
た
め
、
必
ず
ス
チ
ー

ム
暖
房
が
装
置
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
部
屋
に
入
っ
た
ト
ラ
の

種
類
の
ち
が
い
が
非
常
に
分
り
や
す
く
・
な
る
ほ
ど
、
ト
ラ
と
ひ

１
１１７
１

「
動
物
園
の
オ
ヅ
サ
ン
ノ
．
ト
ラ
と
ラ
イ
オ
ン
ほ
ん
ま
に
ど
っ
ち
が

強
い
ん
や
／
、
」

「
い
ま
み
ん
な
で
一
ぱ
い
気
嫌
、
論
争
中
で
、
え
ら
い
夜
遅
く
す

ん
ま
へ
ん
ノ
．
」

そ
れ
は
宿
直
の
深
夜
、
零
時
少
し
前
、
い
や
は
や
う
る
さ
い
電

話
が
眠
け
を
吹
っ
と
ば
し
て
し
ま
っ
た
。

現
存
す
る
ト
ラ
と
ラ
イ
オ
ン
が
過
去
も
野
性
で
の
争
い
の
報
告

は
な
い
。
つ
ま
り
互
い
の
生
棲
圏
が
重
な
り
合
わ
な
い
、
ト
ラ
は

ア
ジ
ア
の
広
大
な
地
域
に
分
布
し
、
し
か
も
主
と
し
て
単
独
生
活

者
だ
。
方
や
ラ
イ
オ
ン
は
僅
か
に
イ
ン
ド
カ
チ
ュ
ワ
ル
半
島
保
護

区
に
い
る
も
の
の
、
そ
の
生
棲
圏
は
ご
存
知
ア
フ
リ
カ
大
陸
。

先
ず
両
者
が
ど
う
ま
ち
が
っ
て
も
野
性
で
の
死
闘
は
あ
り
得
な

い
。
よ
っ
て
こ
の
勝
負
、
引
合
け
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
が
強
い
か

と
い
う
問
い
か
け
に
は
決
着
は
つ
け
が
た
い
と
、
説
明
こ
れ
努
め

た
。
だ
が
、
酒
の
勢
い
も
手
伝
っ
て
、
そ
う
簡
単
に
納
得
し
て
く

れ
な
い
。

な
ら
ば
、
体
格
的
な
数
字
、
ト
ラ
は
平
均
二
五
○
欲
。
に
対
し

ラ
イ
オ
ン
は
二
六
○
’
二
七
○
欲
と
僅
か
に
重
い
、
そ
れ
に
ラ
イ

オ
ン
の
方
が
手
足
が
長
い
、
つ
ま
り
リ
ー
チ
が
長
い
。
さ
ら
に
ま

た
。
生
活
習
性
か
ら
見
た
戦
闘
技
と
四
肢
の
ジ
ャ
ン
プ
カ
。

ト
ラ
は
オ
ス
、
メ
ス
が
め
ぐ
り
会
う
の
は
交
尾
期
の
約
十
日
間

そ
れ
以
外
は
互
い
に
単
独
の
生
活
を
送
る
。
だ
か
ら
、
え
も
の
を

襲
う
に
も
単
身
。
そ
こ
で
密
林
に
身
を
隠
し
、
じ
っ
と
待
ち
伏
せ

攻
撃
。
し
か
も
目
ざ
す
え
も
の
は
群
か
ら
離
れ
た
、
単
身
者
を
襲

う
例
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
は
沼
や
ク
リ
ー
ク
も
泳
ぐ
。
そ
し
て

さ
っ
と
茂
み
に
身
を
ま
ぎ
れ
さ
せ
る
。
そ
の
際
に
こ
そ
、
あ
の
ま

だ
ら
の
ト
ラ
縞
が
全
身
に
バ
ッ
ク
に
溶
け
こ
ま
せ
、
一
度
や
二
度

こ
し
た
ん
た
ん

逃
げ
ら
れ
よ
う
が
〃
虎
視
耽
々
〃
相
手
を
う
か
が
い
続
け
る
。
つ

ま
り
ト
ラ
は
、
あ
く
ま
で
も
ゲ
リ
ラ
戦
で
あ
る
。

一
方
、
ラ
イ
オ
ン
は
、
常
に
身
を
さ
ら
け
だ
す
、
広
大
な
サ
バ

ン
ナ
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
家
族
群
を
作
る
。
こ
れ
は
ネ
コ
科
に

あ
っ
て
は
最
も
例
外
的
な
習
性
と
も
い
え
る
も
の
で
、
え
も
の
を

襲
う
に
も
、
ト
ラ
や
ヒ
ョ
ウ
と
ち
が
い
、
メ
ス
が
主
と
し
て
こ
れ

に
あ
た
り
、
し
か
も
単
身
で
相
手
を
襲
う
こ
と
も
あ
る
が
、
大
方
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P ，１１６は北京動物園の東北トラ写真く右＞は王子動物
園で水を飲むシペリアトラ、写真く上＞は仲睦まじい３
頭のベンガルトラ親子

と
口
に
い
お
う
と
、
こ
れ
ほ
ど
の
体
格
差
が
あ
る
こ
と
を
、
ぐ
っ

と
せ
ま
っ
て
見
学
者
に
教
え
て
く
れ
る
。

つ
ま
り
、
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
と
華
南
ト
ラ
が
あ
ま
り
に
も
小
さ

く
、
そ
の
一
・
五
倍
は
あ
る
華
北
ト
ラ
の
巨
大
さ
が
、
平
列
式
に

展
示
さ
れ
は
じ
め
て
な
る
程
、
こ
れ
で
は
ラ
イ
オ
ン
に
も
負
け
ま

い
。
ト
ラ
は
ア
ジ
ア
の
王
で
は
な
い
百
獣
の
王
だ
と
い
う
中
国
で

の
〃
獣
王
説
″
も
う
な
づ
け
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
現
在
、
世
界
に
住
む
ト
ラ
は
７
亜
種
。
し
か
も
寒
冷

な
北
方
系
ほ
ど
巨
大
で
毛
も
長
く
色
も
淡
く
な
る
（
ベ
ル
グ
マ
ン

説
）○

ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
（
イ
ン
ド
中
央
部
か
ら
ア
ッ
サ
ム
に
多
く
、
ふ

つ
う
動
物
園
に
は
こ
の
ト
ラ
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
）

８
１
１
１

．
１

○
ス
マ
ト
ラ
ト
ラ
（
ベ
ン
ガ
ル
よ
り
も
小
さ
く
縞
が
多
く
あ
ご
ひ

げ
が
よ
く
発
達
し
て
い
る
。

○
ジ
ャ
ワ
ト
ラ
（
ジ
ャ
ワ
島
に
住
み
、
ワ
ー
ジ
ョ
ン
ク
ロ
ン
保
護

区
に
わ
ず
か
十
数
頭
が
生
棲
す
る
だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
）

○
バ
リ
ト
ラ
（
バ
リ
島
に
住
む
最
も
小
型
の
ト
ラ
で
絶
滅
が
心
配

さ
れ
て
い
る
）

○
ペ
ル
シ
ャ
ト
ラ
（
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
コ
ー
カ
ス
、
イ
ラ
ン
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
住
む
）

○
中
国
東
北
ト
ラ
（
シ
ベ
リ
ヤ
ト
ラ
の
な
か
ま
だ
が
、
東
北
ト

ラ
、
朝
鮮
ト
ラ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

○
シ
ベ
リ
ヤ
ト
ラ
（
ソ
連
の
極
東
部
の
裕
海
地
方
や
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
地
方
に
住
み
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
と
も
呼
ぶ
）
。

と
こ
ろ
で
五
十
一
年
七
月
’
八
月
に
か
け
約
一
カ
月
間
の
訪
中

の
末
、
無
事
キ
リ
ン
を
送
り
届
け
帰
国
間
も
な
い
八
月
十
九
日
ア

メ
リ
カ
サ
ン
デ
イ
ゴ
動
物
園
よ
り
シ
ペ
リ
ア
ト
ラ
、
オ
ス
一
頭

が
、
我
国
動
物
園
で
は
初
め
て
神
戸
に
到
着
し
た
。

そ
の
巨
漢
ぶ
り
は
ま
た
、
訪
中
時
の
比
で
は
な
く
、
体
長
（
尾

ま
で
の
体
長
）
四
米
、
体
重
実
に
四
○
○
坐
が
、
さ
す
が
に
大
き

く
、
二
○
○
キ
ロ
少
々
の
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
が
、
ま
こ
と
に
小
さ
く
見

え
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

い
わ
ず
と
知
れ
た
そ
の
大
喰
ぶ
り
、
馬
肉
、
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
七

〆
、
に
対
し
、
シ
ベ
リ
ヤ
ト
ラ
十
三
談
を
ペ
ロ
リ
と
平
ら
げ
、
一

日
一
頭
当
り
七
○
○
○
円
一
カ
月
二
十
一
万
円
、
こ
の
一
一
頭
で
四

十
二
万
円
の
エ
サ
代
〃
ね
ん
出
″
に
園
長
頭
の
痛
さ
が
と
れ
な

い
。
い
や
は
や
、
無
償
で
戴
い
た
も
の
の
、
こ
の
シ
ベ
リ
ヤ
ト
ラ

が
二
年
後
か
ら
毎
年
子
ト
ラ
を
生
み
だ
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
王
子

動
物
園
の
〃
倒
産
″
さ
え
心
配
さ
れ
そ
う
だ
。

だ
が
、
飼
育
す
る
我
女
に
と
っ
て
も
ま
た
、
見
学
す
る
入
園
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
ト
ラ
の
巨
大
さ
を
改
め
て
見
て
頂
け
て
い

る
。
そ
れ
に
ま
た
、
我
が
家
の
動
物
だ
ち
が
一
番
強
く
て
大
き
い

の
だ
／
と
の
親
馬
鹿
も
あ
ろ
う
が
、
ボ
ク
は
と
う
と
う
ト
ラ
派
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
も
ち
ろ
ん
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン

な
り
ノ
．
。
）

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ
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皆
無
に
近
い
の
で
す
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
表
持
っ
た
子
供
ほ
ど

一
対
一
の
愛
情
と
訓
練
が
必
要
な
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
子
供
が
ど
ん
ど
ん
と
り
残
さ
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
私
は
シ
ア
ト
ル
で
、
先
天
的
に
片
手
の

な
い
十
カ
月
の
女
の
子
を
養
女
に
し
た
中
年
の
夫
婦
を
訪
れ
ま
し

た
。
彼
等
に
は
す
で
に
２
人
の
男
女
の
子
供
を
養
子
縁
組
し
、
そ

の
赤
ん
坊
は
３
人
目
の
子
供
で
し
た
。
彼
等
に
と
っ
て
片
手
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
そ
ん
な
に
大
へ
ん
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

「
ど
の
子
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が
あ
る
。
子
供
た
ち
が
自
分

の
力
で
自
分
の
生
き
方
を
探
す
ま
で
力
を
貸
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
私
達
も
育
て
る
喜
び
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
」
と
小
柄
な

生
き
生
き
し
た
夫
人
は
、
子
供
の
世
話
の
た
め
く
る
く
る
身
体
を

動
か
し
な
が
ら
快
活
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
前
号
で
紹
介
し
ま

し
た
パ
ー
ソ
ン
夫
妻
も
、
情
緒
障
害
児
を
養
子
縁
組
し
ま
し
た
。

「
な
ぜ
こ
れ
程
問
題
の
あ
る
子
供
を
養
子
縁
組
し
た
の
か
。
」
と

い
う
私
の
質
問
に
。
ハ
ー
ソ
ン
夫
人
は
「
農
①
ロ
①
＆
の
扇
」
（
彼
女

に
と
っ
て
我
女
は
必
要
で
す
）
と
キ
ッ
パ
リ
言
っ
た
の
で
す
。
こ

の
２
組
の
夫
婦
が
単
な
る
も
の
好
き
だ
と
言
う
前
に
、
こ
れ
ら
の

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
子
供
の
受
け
入
れ
体
制
が
社
会
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
逃
が
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
パ
ー
ソ

ン
夫
人
は
「
の
宮
の
ロ
の
＆
、
房
」
と
言
い
ま
し
た
。
個
人
主
義
が

徹
底
し
て
い
る
故
、
個
人
の
ニ
ー
ド
を
大
事
に
す
る
ｌ
こ
れ
が

ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
精
神
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
日
本
で
も
統
合
保
育
と
い
う
障
害
児
と
非
障
害
児
を
一

シ
ア
ト
ル
の
街
を
歩
い
た
時
、
私
は
あ
る
こ
と
左
思
い
出
し
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
留
学
為
終
え
帰
国
し
た
人
が
、
外
国

の
道
を
歩
く
と
解
放
感
を
持
つ
、
日
本
で
は
い
つ
も
視
線
が
そ
そ

が
れ
て
い
る
よ
う
で
窮
屈
だ
と
い
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
私
は
五
才

の
時
に
事
故
で
両
手
ひ
じ
よ
り
十
秒
下
部
を
切
断
い
た
し
ま
し

た
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
者
に
と
っ
て
最
初
の
試
練
は

人
々
の
視
線
に
慣
れ
る
こ
と
で
す
。

確
か
に
そ
う
な
の
で
す
。
私
が
シ
ア
ト
ル
の
街
の
中
を
大
手
振

っ
て
歩
い
て
も
、
私
に
そ
そ
が
れ
る
視
線
は
日
本
の
そ
れ
と
は
少

し
違
う
の
で
す
。
粘
っ
こ
さ
が
な
い
の
で
す
。
絡
み
つ
く
よ
う
な

視
線
で
は
な
い
の
で
す
。
他
国
へ
留
学
し
た
人
が
感
じ
た
解
放
感

と
視
線
に
つ
い
て
敏
感
な
私
が
感
じ
た
こ
の
サ
ラ
ッ
と
し
た
感
触

の
違
い
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
。
個
人
主
義
が
徹
底
し
て

い
て
他
人
事
に
関
心
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
は

広
い
国
で
す
。
人
口
も
日
本
程
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
経

済
も
成
長
し
、
そ
れ
ら
の
ゆ
と
り
か
ら
く
る
お
お
ら
か
さ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
二
百
年
前
に
自
分
達
の
手
で
ア
メ
リ
カ
を
創
っ
た
と

い
う
連
帯
感
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
根
強
い
キ
リ
ス
ト
教
思
想
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
国
民
性
の
違
い
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

私
は
民
間
の
児
童
福
祉
機
関
、
家
庭
養
護
促
進
協
会
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
長
年
勤
め
て
き
ま
し
た
。
神
戸
新
聞
と
ラ
ジ
オ

関
西
を
通
じ
て
親
が
育
て
ら
れ
な
い
子
供
の
代
り
の
家
庭
、
つ
ま

り
里
親
を
探
す
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
精
薄
児
、
身
体
障
害
児
、

国
籍
の
違
っ
た
子
供
た
ち
の
里
親
家
庭
を
探
す
こ
と
は
日
本
で
は

口
神
戸
を
福
祉
の
町
に
人
舶
Ｖ

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
一
人
旅
八
２
Ｖ

小
畑
延
子
〈
憶
薙
蝿
噸
ら

不
思
議
な
ア
メ
リ
カ

シアトルの里親家庭で左端が筆者

1２０

Ｐ
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灘蝋

躍
蕊
蝿 緒

に
保
育
し
て
い
る
保
育
園
も
で
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
人

里
離
れ
た
場
所
で
障
害
を
持
っ
た
大
人
も
子
供
も
隔
離
収
容
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ

た
子
供
を
育
て
る
里
親
が
な
い
、
こ
の
よ
う
な
子
供
を
背
負
っ
た

親
子
心
中
が
多
い
、
子
殺
し
が
多
い
と
嘆
く
以
前
に
、
こ
の
よ
う

な
子
供
を
理
解
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
本
当

の
理
解
と
い
う
の
は
、
隔
離
収
容
か
ら
生
ま
れ
る
は
ず
が
な
い
の

で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
六
五
才
を
過
ぎ
た
老
人
の
う
ち
八
五
％
が

老
人
だ
け
で
暮
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
帰
る
家
が
な
い
知
恵
遅
れ

の
子
供
た
ち
や
大
人
た
ち
も
、
普
通
の
人
た
ち
と
同
様
に
能
力
の

面
で
も
情
緒
面
で
も
家
庭
生
活
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
老
人
と
精
薄
児
、
老
人
と
精
薄
者
が
生
活
を
共
に

し
、
お
た
が
い
に
生
き
が
い
を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
と
い
う
一
一
ユ

ー
ョ
ー
ク
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

心
身
障
害
児
や
障
害
者
に
人
間
ら
し
い
、
そ
し
て
社
会
人
ら
し

い
生
活
、
非
障
害
者
と
友
達
と
し
て
、
兄
弟
、
姉
妹
と
し
て
身
近

か
に
ふ
れ
あ
い
助
け
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た

ら
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
と
も
と
人
間
が
住

む
社
会
と
は
そ
う
い
う
世
の
中
で
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
人
間

だ
け
が
可
能
に
で
き
る
社
会
で
あ
る
は
ず
で
す
。

シ
ア
ト
ル
は
（
ア
メ
リ
カ
全
土
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
今
大
き
な

問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
（
十
一
一
一
才
’

十
八
才
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
層
に
薬
中
毒
と
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
が

非
常
に
多
い
の
で
す
。

「
今
年
で
ア
メ
リ
カ
は
建
国
二
百
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
を
自
分
達
の
国
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
き
た
開
拓
精
神
も
一
一
百

年
も
た
て
ば
、
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
思
想
も

ひ
き
つ
が
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー

の
非
行
化
の
原
因
の
一
つ
は
こ
の
あ
た
り
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で

す
」
と
私
の
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
方
は
い

い
ま
し
た
。
人
が
人
と
尊
ば
れ
、
共
存
共
栄
が
盛
ん
に
い
わ
れ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
、
一
方
で
は
次
の
世
代
を
に
な
う
若
者
の
多
様
化

さ
れ
た
非
行
、
こ
の
摩
詞
不
思
議
な
現
実
が
ア
メ
リ
カ
で
す
。

＝ﾏ ヨ
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上：情緒障害児のグループホームで
中：シアトルの里親家庭で
下：ティーンエイジャーのグループホーム
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